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4. 研究課題の概要（300字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してくだ
さい） 

インドネシアのユネスコ世界文化遺産「ボロブドゥール寺院遺跡」および最近発見された古代都

市遺跡「リヤンガン遺跡」を，最新の３次元計測技術で精密にデジタルアーカイブ化する．そし

て，作成したデジタルアーカイブを実験データとして用いて，計測ノイズの影響を受け難い，新

発想の高精細可視化手法を開発する．さらにこの可視化手法を活用し，遺跡の高精細な「４次元

可視化コンテンツ」を開発する．すなわち，前者の遺跡に関しては建造過程，後者の遺跡に関し

ては時代による都市の変遷という「時間的変化」を可視化する． 現地の考古学者らと連携した４

次元可視化コンテンツの有効活用や，現地一般公開を通じた国際貢献も視野に入れる． 

5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 

コロナ禍のため，予定していたボロブドゥール寺院（インドネシア）の 3次元計測の全ては実施

できなかった．しかし，第 2階層の壁面レリーフの過半の計測は実施できた．また，以下の２つ

の可視化手法を開発し，3次元計測分野のトップカンファレンス ISPRS Congress で論文発表し

た． (1) 深層学習の技術を用いて，単眼写真から壁面レリーフを 3次元復元して可視化する手

法．(2)壁面レリーフの特徴の分析に有用な「不透明度ベース特徴強調可視化法」 

6. 研究業績 （日本語以外に英語名称もあるものは、できるだけ日英両言語でご記入ください） 
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• 「AI と文化財の可視化」、2020年 12月、日本学術会議公開シンポジウム「科学的知見の創
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